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 はじめに 
スマート・プランニング小委員会は、以下の設立趣旨および活動内容を実施するた

めに設立された。 
本資料は、3 年間で実施した普及活動（セミナー、学会活動）の取り組み内容、策

定した手引き（マニュアル）の経緯、情報発信した内容をとりまとめるとともに、こ

の間に生まれ始めた実践事例を整理するものである。 
 
(1)  設立趣旨 

スマート・プランニング小委員会は、都市計画分野におけるパーソントリップ（PT）

調査を用いた都市交通計画の高度化に向けて、プローブ調査や Wi-Fi データを用い

たプランニング手法の研究開発と現場における普及・促進を目的として設立する。 
 
(2)  活動内容 

全国 PT や各都市で行われている PT 調査間の連携を図り、プローブ調査や Wi-Fi
データによるスマート・プランニングの手法・技術を共有化することで、PT 調査に

基づく施策評価がより効果的に実施可能な枠組みを構築する。具体的には、以下の活

動を行う。 
 

1) ワンデイセミナーの開催：各自治体で蓄積されつつあるスマート・プランニン

グの手法に関する普及促進を図るため、立ち上げ期において、ワンデイセミナ

ーを開催し、研究・実践の網羅的レビューを行い、技術の共有を図る。 
2) マニュアルの発行：地方公共団体とコンサルタント向けのマニュアルの発行を

行う。 
3) インターネットによる情報発信：スマート・プランニングの普及に向けたイン

ターネットによる情報発信サイトの構築を行う。 
4) 事例の蓄積：スマート・プランニングによる地域適用事例の蓄積を行っていく。 
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 セミナーの開催 
スマート・プランニングにおける歩行回遊シミュレーションの普及を目的に以下

のセミナーを開催した。 
 

表 開催したセミナー等 

時 期 名 称 場 所 参加者数 

2017.7.22 
ワンデイセミナー「スマート・プ

ランニングの活用と今後の展望」 
東京大学 119 人 

2018.2.21 
スマート・プランニング実践セミ

ナー＠甲府市 
甲府市 29 人 

2018.10.31 
スマート・プランニング講習会 
「実務者のための実践手法の習

得」 
計量計画研究所 20 人 

2018.11.14 
スマート・プランニング実践セミ

ナー＠山形市 
山形市 39 人 

2019.1.11 
スマート・プランニング実践セミ

ナー＠高知市 
高知市 40 人 

2019.5.13 
スマート・プランニング実践セミ

ナー＠北陸 
富山市、福井市、金

沢市 
61 人 
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(1)  ワンデイセミナー「スマート・プランニングの活用と今後の展望」 
1)  実施概要 

 
日時：2017 年 7 月 22 日 15 時-18 時 
場所：東京大学工学部 14 号館 141 教室（1 階） 
概要： 

スマート・プランニングは、Wi-Fi や GPS といったさまざまな交通関連デー

タを活用し、そこから得られる「行動データ」をもとに、利用者の暮らしと事

業者の事業活動を同時に計画するための（施設計画・交通計画・土地利用計画

を包含する）新たな都市計画に向けた計画手法であり、今後の都市計画・まち

づくりの切り札として大いに期待されています。産・学・官それぞれの関係者

が、スマート・プランニングに関するより一層の認識を深め、今後の各地域に

おける活用のきっかけ作りとなることを期待し、ワンデイセミナーを開催し

ます。 
 
 プログラム： 

挨拶 「はじめに」 原田昇（東京大学） 

基調講演 「都市-交通計画の未来」 羽藤英二（東京大学） 
 「さあ始めよう、スマート・プランニング」 関信郎（国土交通省） 

事例紹介 岡山市 是友修二（岡山市） 
 神戸市 杉本保男（神戸市） 
 熊本市 溝上章志（熊本大学） 

パネルディスカッション 
データ同化から，Wi-Fi や GPS を用いた最新の都市流動調査の可能性と街

路空間の再配分やストリートマネジメント，駅まち空間の新時代に向けた

新たな都市計画手法の可能性と今後の課題を議論します． 
 コーディネータ： 羽藤英二（東京大学） 
 パネリスト： 佐々木邦明（山梨大学） 
  伊藤香織（東京理科大） 
  越智健吾（国土交通省） 
  三島功裕（神戸市） 
  石神孝裕（ＩＢＳ） 

挨拶 「おわりに」 藤原章正（広島大学） 
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2)  セミナーの内容 
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(2)  スマート・プランニング実践セミナー（＠甲府市） 
1)  実施概要 

 
日時：2018 年 2 月 21 日 13 時 30 分-17 時 
場所：山梨県甲府市（甲府市役所） 
概要： 

スマート・プランニングは、Wi-Fi や GPS といったさまざまな交通関連デー

タを活用し、そこから得られる「行動データ」をもとに、利用者の暮らしと事

業者の事業活動を同時に計画するための（施設計画・交通計画・土地利用計画

を包含する）新たな都市計画に向けた計画手法であり、今後の都市計画・まち

づくりの切り札として大いに期待されています。今後、多くの都市で導入され

ていくには、各地の実務者がスマート・プランニングに関する様々なスキルを

取得することが重要となります。本セミナーでは、主にコンサルタント職員等

の実務者を対象として、甲府市の取組みを事例に、スマート・プランニングの

調査計画を立案するためのスキル習得を目指します。 
 
 プログラム： 

1.  開会挨拶  原田昇（東京大学） 

2.  甲府市取組み概要説明  甲府市 

3.  まちなか見学会   

4.  基調講演 

① 「都市交通調査の高度化について」 国土交通省都市局 

② 「さあ山梨でスマプラを始めよう」 佐々木邦明（山梨大学） 

5.  ワークショップ   
6.  講評・閉会挨拶   越智健吾（国土交通省） 
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2)  セミナーの内容 
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(3)  スマート・プランニング講習会「実務者のための実践手法の習得」 
1)  実施概要 

 
日時：2018 年 10 月 31 日 13 時 30 分-17 時 30 分 
場所：一般財団法人 計量計画研究所 1 階会議室 
概要： 

スマート・プランニングは、Wi-Fi や GPS といったさまざまな交通関連デー

タから得られる「行動データ」をもとに、人の動きをシミュレーションし、

施策実施の効果を予測した上で、施設配置や空間形成、交通施策を検討する

計画手法であり、今後の都市計画・まちづくりの切り札として大いに期待さ

れています。本講習会では、スマート・プランニングの浸透と活用機会の増

大を目指し、実務でのますますの展開に必要な知識や理解を深めるととも

に、関連スキルの習得を図るものです。 
 
 プログラム： 

挨拶 「スマート・プランニングについて」  

事例紹介 岡山市  
 神戸市  
 流山市  

演習 PC を用いた模擬演習  
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2)  セミナーの内容 
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(4)  スマート・プランニング実践セミナー（＠山形市） 
1)  実施概要 

 
日時：2018 年 11 月 14 日 13 時 30 分-17 時 15 分 
場所：山形県山形市（中央公民館大会議室） 
概要： 

スマート・プランニングは、Wi-Fi や GPS といったさまざまな交通関連データ

を活用し、そこから得られる「行動データ」をもとに、利用者の暮らしと事業

者の事業活動を同時に計画するための（施設計画・交通計画・土地利用計画を

包含する）新たな都市計画に向けた計画手法であり、今後の都市計画・まちづ

くりの切り札として大いに期待されています。今後、多くの都市で導入されて

いくには、各地の実務者がスマート・プランニングに関する様々なスキルを取

得することが重要となります。本セミナーでは、主に自治体やコンサルタント

職員等の実務者を対象として、山形市の取組みを事例に、スマート・プランニ

ングの調査計画を立案するためのスキル習得を目指します。 

 
 プログラム： 

開会挨拶  原田昇（東京大学） 

山形市取組み概要説明 山形市 

まちなか⾒学会  

基調講演 ① 国土交通省都市局 

基調講演 ② 羽藤英二（東京大学） 

基調講演 ③ 吉田朗氏（東北芸術工科大学） 

ワークショップ   

講評・閉会挨拶   
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2)  セミナーの内容 
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(5)  スマート・プランニング実践セミナー（＠高知市） 
1)  実施概要 

 
日時：2019 年 1 月 11 日 10 時 30 分-17 時 15 分 

（午前の部：10 時半-12 時 午後の部 13 時-17 時 15 分） 
場所：高知県高知市（高知県自治会館第１会議室） 
概要： 

スマート・プランニングは、Wi-Fi や GPS といったさまざまな交通関連デー

タを活用し、そこから得られる「行動データ」をもとに、利用者の暮らしと事

業者の事業活動を同時に計画するための（施設計画・交通計画・土地利用計画

を包含する）新たな都市計画に向けた計画手法であり、今後の都市計画・まち

づくりの切り札として大いに期待されています。今後、多くの都市で導入され

ていくには、各地の実務者がスマート・プランニングに関する様々なスキルを

取得することが重要となります。本セミナーでは、主にコンサルタント職員等

の実務者を対象として、高知市の取組みを事例に、スマート・プランニングの

調査計画を立案するためのスキル習得を目指します。 
 
 プログラム： 

【午前の部】   

スマート・プランニング概要説明 

事例紹介  岡山市 

  神戸市 

【午後の部】  

高知市取組み概要説明 

まちなか⾒学会   

基調講演 ①  羽藤英二氏（東京大学） 

基調講演 ②  坂本淳氏（高知大学 

基調講演 ③  西内裕晶氏（高知工科大学） 

ワークショップ   

講評・閉会挨拶   
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2)  セミナーの内容 
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(6)  スマート・プランニング実践セミナー（＠北陸） 
1)  実施概要 

 
日時：2019 年 5 月 13 日、14 日 
場所：北陸３都市（富山市、福井市、金沢市） 
概要： 

スマート・プランニングは、Wi-Fi や GPS といったさまざまな交通関連デー

タを活用し、そこから得られる「行動データ」をもとに、利用者の暮らしと事

業者の事業活動を同時に計画するための（施設計画・交通計画・土地利用計画

を包含する）新たな都市計画に向けた計画手法であり、今後の都市計画・まち

づくりの切り札として大いに期待されています。今後、多くの都市で導入され

ていくには、各地の実務者がスマート・プランニングに関する様々なスキルを

取得することが重要となります。本セミナーでは、主に自治体やコンサルタン

ト職員等の実務者を対象に、現地調査やパネルディスカッションを通して北

陸３都市それぞれのまちづくりの取組みを知るとともに、ワークショップを

通してスマート・プランニングの調査計画を立案するためのスキル習得を目

指します。 
 
 プログラム： 

【現地調査の部】   

富山市現地調査（5 月 13 日 10 時-12 時） 
福井市現地調査（5 月 13 日 14 時半-16 時半） 
金沢市現地調査（5 月 14 日 8 時半-10 時半） 

【セミナーの部】  （5 月 14 日 11 時-17 時） 

はじめに  原田昇（東京大学） 

基調講演  羽藤英二氏（東京大学） 

パネルディスカッション   

ワークショップ   

講評・閉会挨拶   
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2)  セミナーの内容 
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 土木計画学研究発表会での活動 
スマート・プランニングの検討状況の報告と実践事例の紹介、また産官学での意見

交換を目的として、土木計画学研究発表会にて 2 回スペシャルセッションを開催し

た。 
 
(1)  第 57 回土木計画学春大会スペシャルセッション「スマート・プランニングの

活用と実践」 
1)  実施概要 

 
日時：2018 年 6 月 9 日 10 時 45 分-12 時 15 分 
場所：東京工業大学 
オーガナイザー：国交省都市局都市計画調査室 越智健吾 

 
 プログラム： 

開会挨拶   
～スマート・プランニングへの期待～ 原田昇（東京大学） 

スマート・プランニングの現在地   

～これまでの取組み、今後の展開～ 関信郎（国土交通省） 

各地の取組状況報告   

「岡山市 再開発、施設移転等への適用例」 
～岡山市をフィールドとした試算～ 

石井良治（IBS） 

「神戸市 道路空間再配分への適用事例に 
ついて」 

山口高広（神戸市） 

「流山市 スマート・プランニングの子育て施設

への適用について」～保育施設の最適配置検

討への活用に向けて～ 

渋川剛史 
（福山コンサルタント） 

意見交換  
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1)  スペシャルセッションの内容 
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(2)  第 60 回土木計画学秋大会スペシャルセッション「スマート・プランニングの

活用と実践」 

1)  実施概要 

 
日時：2019 年 11 月 30 日 14 時 45 分-16 時 15 分 
場所：富山大学 
オーガナイザー：国交省都市局都市計画調査室 

 
 プログラム： 

開会挨拶  原田昇（東京大学） 
これまでのスマート・プランニングの取組 国土交通省都市局 

各地の取組状況報告   

松山市 四戸秀和  
松山アーバンデザインセンター 

さいたま市 肥田利弘 
さいたま市都市局都心整備部 
東日本交流拠点整備課 

パネルディスカッション  
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2)  スペシャルセッションの内容 

これまでのスマート・プランニングの取組 国土交通省都市局 

・スマート・プランニングの検討・導入の背景は、「都市交通施策の検討・評価

の必要性」、「街なかの賑わいや都市機能の再生を図る施策の必要性の高ま

り」、「エピソードベースからエビデンスベースへの政策立案の転換」と、ビ

ッグデータなどの技術革新 
・「歩行回遊モデル」の構造や適用事例を紹介 
・普及活動として、手引きの作成・公開、各地での

スマート・プランニングセミナーの開催を実施 
・今後の取組として高齢者や子育て層といった「特

定属性への適用」、更には「都市全体のプランニ

ングへの適用」が目標 
各地の取組状況報告  
松山市 四戸秀和（松山アーバンデザインセンター） 

・行政、民間企業、研究機関が連携して実施しているまちづくりに向けた取り

組みについて紹介 
・スマートシティに向けた取り組みとして、①必要

なデータ取得手法の検討・具体的な収集を行い、

②収集したデータを安全・最適に管理し、利用者

がその目的に合わせて活用（可視化）し、③プラ

ンニングを実施 
・これらを行うためのツールと高度化に向けた取り

組みについて説明 
さいたま市 肥田利弘（さいたま市都市局都心整備部東日本交流拠点整備課） 

・大宮駅周辺の街づくりに関する取り組みについて紹介 
・過去の経緯で、行政への不信感が高い住民との合意形成を図るうえで、様々

なデータを用いた現状の把握とこれに基づくシミ

ュレーションを行い、影響の把握を実施 
・駅前広場の設置箇所による、様々な歩行者流動へ

の影響をシミュレーションで定量化することで、

計画の深度化に対する強力なツールとなったこと

について説明 
・市民との共通認識の醸成ツールとして活用に意欲 
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パネルディスカッション 
司会：原田教授 
パネラー：筒井氏（国土交通省） 

西山氏（松山 UDC） 
肥田氏（さいたま市） 
石井氏（（一財）計量計画研究所） 

【筒井氏】街中の回遊モデルだけでなく、街の魅力の高まりに合わせて、人が

集まってくるという事を反映させたい 
人の動きだけでなくモノの動きを結びつけることも重要 

【西山氏】人の行動が生活に直結しているという見せ方が重要 
オープンカフェで人が増えるだけでなく、どれだけの人が立ち寄

り、どれくらい売れるのかなど 
プランニングは、これまでの経緯など、都市の変遷を知ったうえで

行うことが重要 
【肥田氏】さいたま市では、街の魅力と人の集客についてトライしている。 

行政としては、一般人が理解しやすいシミュレーションが必要と考

えている 
中心部の整備が進むと、こんなに変わるんだと実感できるようなも

のが必要 
【石井氏】スマート・プランニングの実務上の課題は大きく 3 点 

①可視化：健康や消費といったキャッチ―な視点での見せ方 
②データ整備：データ収集の負担、発注者側の費用負担 
③レスポンス：シミュレーション作業の大きさから作業時間を要す

る 
【原田氏】拠点・ネットワーク作り、回遊の促進、魅力の向上など、すべてを

まとめた取り組みを今後とも続けていってほしい 
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 手引きの発行 
スマート・プランニングの普及を図るため「スマート・プランニング実践の手引き

～個人単位の行動データに基づく新たなまちづくり～」を作成し発行した。 
https://www.mlit.go.jp/common/001255640.pdf 
 
(1)  手引き策定の趣旨 

行政や民間事業者がデータに裏付けられた共通認識を持った上で、最適な施設立

地に回遊動線の構築ついて議論することが可能となるように、人の属性毎の行動デ

ータをもとにシミュレーションを実施し施策を検討する「スマート・プランニング」

の手法を用いることが望ましい。スマート・プランニングを適用することで、ワーク

ショップなど、計画に対する市民等への説明の場において、具体的なデータを示した

上で、複数の立地案を比較した結果の説明が可能になり、施策検討の「見える化」が

促進されることも期待される。 
そこで、各自治体においてスマート・プランニングの取り組みを促進しやすくする

ため、地方自治体やコンサルタント向けに、考え方およびシミュレーションを用いた

検討手法を解説した「スマート・プランニング実践の手引き」を平成 29 年 7 月に策

定した。 
 
(2)  手引きの改訂 

手引きの第 1 版において記載されているシミュレーションでは、滞在時間等の時

間に関する評価や中心市街地全体への来訪者数の増加の評価が行えなかったため、

それらを評価できるようなシミュレーションの考え方を追加し第 2 版とした。また、

シミュレーション結果の妥当性の確認方法を記載するとともに、第 1 版以降に検討

された事例をケーススタディとして追加を行った。 
具体的な改定内容は次ページのとおりである。 
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図 第 2 版の改訂内容（スマート・プランニング通信 Vol.4 より） 
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(3)  参考：手引きの改訂履歴 
手引きの改訂の履歴は以下のとおりである。 

 

表 手引きの改訂履歴 

版 数 発 行 時 期 主 な 改 訂 内 容 
第 1 版 平成 29 年 7 月 ・初版発行 
第 2 版 平成 30 年 9 月 ・時間に関する評価が行えるように、回遊

行動シミュレーションモデルに「滞留時

間」の考え方を追加（p23,28,40,42
等） 

・「4.3 回遊行動シミュレーションの実

施」に、構築したシミュレーションの妥

当性確認の考え方を追加（p32,33） 
・「4.4 回遊行動シミュレーションの拡張

可能性」に、中心市街地の魅力向上によ

る来訪者数の増加の影響の考え方を追加

（p35） 
・「5.1 岡山市における GPS データによる

ケーススタディ」に、滞留時間分布モデ

ルを追加、再開発実施等の施策の評価事

例を追加（p37～） 
・「5.2 岡山市におけるビッグデータを活

用したケーススタディ」、「5.3 神戸市に

おける GPS データによるケーススタデ

ィ」、「5.5 神戸市における GPS と Wi-
Fi データを活用したケーススタディ」

を新しく追加（p49～,53～,58～） 
・「モデルと用語の解説」を巻末に新しく

追加（p60～） 
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(4)  参考：関連する学会発表 
手引きの作成にあたり、関連する論文を土木計画学研究発表会で発表した。ここに

その概要を記載する。 
 
1)  手引き第 1 版のための発表論文 

タイトル プローブパーソン調査データを用いた回遊性向上施策の評価手法の

検討 
著者 岩舘慶多・菊池雅彦・井上直・是友修二・石井良治・茂木渉・石神孝

裕 
学会 第 55 回土木計画学研究発表会 
概要 従来，公共施設等の立地を検討する場合，人口分布や施設の立地状況

等から概ねの位置を計画されており，地区内における人の動きを踏ま

えて，どこが最適かという観点からの計画手法は十分ではなかった．

一方，近年，携帯電話のGPSやWi-Fi等を活用することにより，地区内

における個人単位の行動データを把握することが可能となってきた．

そこで，国土交通省都市局では，個人単位の行動データをもとに，人

の動きをシミュレーションし，施策実施の効果を予測した上で，施設

配置や空間形成、交通施策を検討する計画手法（スマート・プランニ

ング）の開発を進めている．従来のパーソントリップ調査ではゾーン

間の広域の移動を，スマート・プランニングではゾーン内の地区の移

動を表現するという位置付けである． 

本稿では，個人単位の行動データに基づく新たな計画手法であるスマ

ート・プランニングの全体像を整理するとともに，回遊行動シミュレ

ーションモデルを構築した．また，岡山市で実施されたプローブパー

ソン調査データを用いてケーススタディを実施し，スマート・プラン

ニングの適用可能性を考察した． 
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1)  手引き第 2 版のための発表論文 

タイトル 滞在時間を考慮した回遊性向上施策の評価手法 
著者 関信郎・越智健吾・岩舘慶多・菊池雅彦・石神孝裕・茂木渉・石井良

治 
学会 第 57 回土木計画学研究発表会 
概要 従来，公共施設等の立地を検討する場合，人口分布や施設の立地状況

等から概ねの位置を計画されており，地区内における人の動きを踏ま

えて，どこが最適かという観点からの計画手法は十分ではなかった．

一方，近年，携帯電話のGPSやWi-Fi等を活用することにより，地区内

における個人単位の行動データを把握することが可能となってきた．

そこで，国土交通省都市局では，個人単位の行動データをもとに，人

の動きをシミュレーションし，施策実施の効果を予測した上で，施設

配置や空間形成，交通施策を検討する計画手法（スマート・プランニ

ング）の開発を進めており，これまでオープンカフェによる人の移動

経路の変化等が評価可能な仕組みを提案してきた． 

本稿では，より広い場面でのスマート・プランニングの適用をめざ

し，多様な評価施策や評価指標に対応できるような回遊行動シミュレ

ーションモデルを構築する．具体的には，滞在時間による評価をおこ

なえるようにモデルを拡張するとともに，再開発等の施策に対する適

用可能性を検証する．  
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 インターネットによる情報発信 
セミナーや手引きの改訂に関して、スマート・プランニング小委員会のホームペー

ジ上で情報発信を行った。また、各セミナーの発表資料等を HP 上で公表した。 
 
(1)  スマート・プランニング通信の発行 

 

表 スマート・プランニング通信の一覧 

時 期 タ イ ト ル 主 な 内 容 

2017.7.28 
スマート・プランニング 
通信 Vol.1 

ワンデイセミナー「スマート・プラン

ニングの活用と今後の展望」 

2018.2.28 
スマート・プランニング 
通信 Vol.2 

スマート・プランニング実践セミナー

＠甲府市 

2018.6.20 
スマート・プランニング 
通信 Vol.3 

土木計画学春大会スペシャルセッシ

ョン「スマート・プランニングの活用

と実践」 

2018.10.31 
スマート・プランニング 
通信 Vol.4 

「スマート・プランニング実践の手引

き」の改訂 

2018.11.2 
スマート・プランニング 
通信 Vol.5 

スマート・プランニング講習会 
「実務者のための実践手法の習得」 

2018.12.7 
スマート・プランニング 
通信 Vol.6 

スマート・プランニング実践セミナー

＠山形市 

2019.2.21 
スマート・プランニング 
通信 Vol.7 

スマート・プランニング実践セミナー

＠高知市 

2019.5.28 
スマート・プランニング 
通信 Vol.8 

スマート・プランニング実践セミナー

＠北陸 
URL https://jsce-ip.org/about/小委員会活動 /スマート・プランニング研究小委員会  
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(2)  各セミナーの発表資料等の公表 

 

 

図 ワンデイセミナー「スマート・プランニングの活用と今後の展望」 
URL https://jsce-ip.org/2017/07/22/第 86 回ワンデイセミナー「スマート・プランニング / 
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図 スマート・プランニング実践セミナー＠甲府市 
URL https://jsce-ip.org/2018/02/21/スマート・プランニング実践セミナー（＠甲府市 / 
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図 スマート・プランニング実践セミナー＠山形市 

URL https://jsce-ip.org/2018/11/14/活動記録：スマート・プランニング実践セミナー -2/ 
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図 スマート・プランニング実践セミナー＠高知市 
URL https://jsce-ip.org/2019/01/11/活動記録：スマート・プランニング実践セミナー / 
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図 スマート・プランニング実践セミナー＠北陸 

URL https://jsce-ip.org/2019/05/13/スマート・プランニング実践セミナー（＠北陸）-2/ 
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 スマート・プランニングの実践例 
6-1  岡山市におけるケーススタディ 

岡山市をフィールドとして、歩行回遊シミュレーションのモデルを構築し、各種施

策の影響を把握するケーススタディを実施した。回遊を促進するための多様な施策

を、歩行回遊シミュレーションでどのように表現し評価するかの参考事例として整

理する。 
※検討は国土交通省都市局が実施  

 
(1)  まちの課題 

岡山市の中心市街地には、昭和 47 年の新幹線開業時から発展してきた「岡山駅前

エリア」と古くからの商店街からなる「表町エリア」の二つの核が存在しており、両

者の間はおよそ 1km 程度離れている。平成 26 年 12 月に「岡山駅前エリア」に集客

力のあるイオンモール岡山が開業したことにより、古くからの表町商店街のある「表

町エリア」の衰退が懸念されており、両エリアの回遊性向上が課題となっている。 
 

 
図 岡山市の中心市街地 

 
(2)  まちづくりの取り組み 

このような状況を踏まえ、岡山市では、岡山駅前エリアと表町エリアの間の回遊性

を向上させる取り組みを検討している。具体的には、両エリアをつなぐ主要な動線と

なる県庁通り及び西川緑道公園筋周辺において、自動車から歩行者優先の道路空間

への転換による歩行者の回遊性向上を検討しており、平成 27 年には、交通規制やオ

ープンカフェ等を行う「県庁通り・西川緑道公園筋回遊性向上社会実験」を実施した。 
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図 中心市街地におけるまちづくりの取り組み 

 
(3)  スマート・プランニングのケーススタディ 

前述の歩行者優先の道路空間の創出による回遊性の向上の評価を行うことができ

るような歩行回遊シミュレーションを検討した。また、再開発等のまちづくりの取り

組みに関する適用可能性を把握するため、その他の多様な施策についてもケースス

タディを行った（その他の施策は岡山市の取り組みとは直接関係がない）。 
 
1)  使用データ 
岡山市が平成 27 年に実施したプローブパーソン調査を歩行回遊モデル構築のため

のデータとして使用した。 

表 プローブパーソン調査の概要 

項目 内容 
対象エリア 岡山市の中心市街地 
対象者 モニター登録時点で 16 歳以上の一般市民 
調査日 平成 27 年 10 月 10 日（土）～10 月 25 日（日）の土日 

※10 月 10 日及び 11 日には回遊性向上社会実験を実施 
調査項目 
 

・GPS データ（1 秒間隔） 
・移動目的（「出勤・登校」「帰宅」「帰社・帰校」「業務」「送

迎」「買い物」「食事」「娯楽」「散歩・回遊」「その他」） 
・交通手段（「自動車(運転・同乗)」「電車」「地下鉄」「バス」

「バイク・原付」「タクシー」「自転車」「徒歩」「その他」） 
・個人属性 

調査結果 
 

調査人数は 2,446 人日 
取得したトリップ数は 6,384 トリップ 
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2)  歩行回遊モデルの概要 
歩行回遊モデルは、回遊継続選択モデル、目的地ゾーン選択モデル、目的施設選択

モデル、経路選択モデル、滞留時間分布モデルの 5 つのモデルからなる構造とした。

このモデルを用いてシミュレーションすることで、各個人について、中心市街地に入

ってから中心市街地を出るまでの一連の動きが表現できるようにした。 
 

 
図 回遊モデルの構造 
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3)  オープンカフェ実施のケーススタディ 
オープンカフェを実施することによる効果の評価を試行した。歩行回遊モデル上

では、西川緑道公園沿いに商店街ができると設定することで、オープンカフェを実施

箇所が経路として選ばれやすくなり歩行回遊が変化する様子を表現した。 
シミュレーションの結果、桃太郎大通りの歩行者が減少し、西川緑道公園周辺の東

西方向の歩行者が増える等、オープンカフェによる回遊の変化を確認できる。 

 

 
図 オープンカフェ実施前後の歩行者数の変化 

 
また、社会実験で行われたオープンカフェ実施時の観測交通量とシミュレーショ

ン結果の比較を行った。歩行回遊シミュレーションは私用の来訪者のみを対象にし

ている、来訪者の増加分は見込んでいない等の理由より一致はしてないが、東西方

向の歩行者が増加している傾向等は表現できていることが確認された。 

表 オープンカフェ実施後のシミュレーション結果と観測交通量の比較 

地点  
観測交通量  シミュレーション結果  

実施前  
（人）  

実施後  
（人）  比率  実施前  

（人）  
実施後  
（人）  比率  

①  5811 7522 1.29 3133 3331 1.06 
②  1841 4238 2.30 6066 7508 1.24 
③  2701 4514 1.67 6921 8185 1.18 
④  5293 5768 1.09 8030 8547 1.06 

施策前 施策後 

施策後－施策前 
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4)  そのほか施策のケーススタディ 
① 再開発実施等のケーススタディ 

駅周辺で再開発が発生したケースと、再開発と同時に周辺地域で歩道拡幅とオー

プンカフェを実施したケースを比較することで、再開発に合わせて回遊を促す施策

が実施された場合、再開発の効果がどのように波及するかを滞在時間や立ち寄り箇

所数、回遊距離の観点から評価した。歩行回遊モデル上では、該当ゾーンの店舗数お

よび大規模施設数を増加させることで再開発を表現した。 
シミュレーションの結果、滞在時間および立ち寄り回数に関しては，再開発のみの

実施でも若干の増加がみられるが、歩道拡幅とオープンカフェを組み合わせること

で伸びが大きくなることが確認できる。また、回遊距離やリンク別の歩行者数は、再

開発のみのケースではほとんど変化が見られないが、歩行者施策をセットで実施す

ることで大きく増加することが確認できる。 
 

表 各ケースの施策前後のシミュレーション結果の比較 

 再開発  
再開発＋  

歩道拡幅＋オープンカフェ  

延べ滞在時間

（時間）  

施策前  93,737 
施策後  94,128 94,845 
変化分  391 1,108 

延べ立ち寄り  
回数（回）  

施策前  90,252 
施策後  90,583 91,027 
変化分  331 775 

延べ回遊距離

（km）  

施策前  94,059 
施策後  94,058 95,016 
変化分  -1 958 

 

 
図 各ケースの施策前後のリンク別の歩行者数の比較 
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② 公共施設の移転 
市民会館等の公共施設が移転した場合の人の移動先の変化を推計した。歩行回遊

モデル上では、目的地選択モデルにおいて「公共施設」の説明変数を変化させること

で表現した。シミュレーションの結果、公共施設が移転した先のゾーンへの集中量が

増加している様子が確認できる。 
 

 
図 施策前後のゾーン別集中量の比較 

 
③ 駐車場の集約 

駅周辺の駐車場を廃止しフリンジに集約駐車場を設置した場合の回遊行動への影

響を推計した。歩行回遊モデル上では、自動車で来訪した人のシミュレーションの発

生地点を変更することで表現した。シミュレーションの結果、回遊の発生場所が変化

することで、立ち寄り回数や滞在時間、回遊距離などの各種指標が変化することが確

認できる（次ページ表）。 
 

 
図 駐車場集約のモデル上での表現イメージ 
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④ 路面電車サービス向上 
路面電車のサービスが向上した場合の回遊行動の変化を推計した。歩行者ネット

ワーク上で、路面電車の電停間に移動しやすいリンクを新しく追加することにより、

路面電車のサービス向上を代替的に表現した。シミュレーションの結果、水平方向の

移動のしやすさが向上することで、立ち寄り回数や滞在時間、回遊距離などの各種指

標が変化することが確認できる。 
 

 
図 路面電車のサービス向上のモデル上での表現イメージ 

 
表 各ケースの施策前後のシミュレーション結果の比較 

 駐車場の集約 路面電車サービス向上 
延べ立寄回数の変化 1,169 回 172 回 
延べ滞在時間の変化 1,955 時間 237 時間 
延べ回遊距離の変化 2,630km 402km※ 

 
  

施策実施前
施策実施後

路面電車のサービス向上

路面電車の電停間に新しくネット
ワークを追加。追加したリンクは移
動しやすいように設定。

（今回は、追加したリンクの長さを
実際の距離の3分の2として設定）

歩行者ネットワーク

路面電車が運行する区間

歩行者ネットワーク

路面電車が運行する区間
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6-2  神戸市における取り組み事例 

神戸市では、都心の三宮駅周辺空間の再整備に向けて、歩行者の回遊性を向上させ

る取り組みを進めており、その一環として、歩行回遊シミュレーションを用いたスマ

ート・プランニングを実践しているため、先進的な実践事例として整理する。 
※ワンデイセミナー「スマート・プランニングの活用と今後の展望」及び「スマート・プラン 

ニング実践セミナー＠高知市」発表資料より作成  

 
(1)  まちの課題 

神戸市では、都心・ウォーターフロントの未来の姿を描いた「神戸の都心の未来の

姿[将来ビジョン]」を策定するとともに、三宮周辺地区では『再整備基本構想』を策

定し、道路空間や駅前広場機能の再配分、回遊性を高める歩行者ネットワークの構築、

滞留空間の創出等を進めることにより、車中心から人中心とした交通環境へ転換し

ていく取り組みを進めている。 
三宮周辺の歩行回遊の広がりは下図のようになっており、三宮駅を中心に回遊は

一定程度発生しているが、元町駅・神戸駅方面への向かう広い回遊を生み出すための

面的な歩行者ネットワークを形成していくことが課題となっている。 
 

 
図 現状の歩行ルートと回遊性に関する課題 
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(2)  まちづくりの取り組み 
三宮周辺の回遊を向上させ、また広い範囲での回遊を促すため、まちなか空間のに

ぎわい創出（パークレット等の空間活用）、回遊性の向上のための歩行者空間の拡大、

自動車交通の誘導・抑制の取り組みを検討している。 
 

 

図 回遊性向上に向けた取り組み 

 
(3)  スマート・プランニングの取り組み 
 前述した回遊性向上の施策が与える影響の把握のため、歩行回遊シミュレーショ

ンによる評価・検討を行っている。特に、三宮中央通りでのパークレット実施によ

るにぎわい創出の効果把握、周辺道路の歩行空間整備による歩行者通行量に与える

影響を検討している。 
 

 
図 三宮中央通りでのパークレットの社会実験 
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1)  データの取得・分析 
都心・ウォーターフロント地域における人の移動実態の把握及び歩行回遊シミュ

レーション構築のためのデータとして、プローブパーソン調査による移動軌跡の取

得、Wi-Fi データによる歩行者通行量の取得を行っている。現状の分析結果は「(1)ま
ちの課題」の把握に反映されている。 
 

 
図 プローブパーソン調査データによる移動軌跡の把握 

 

 
図 Wi-Fi アクセスログデータによる歩行者通行量の把握 
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2)  歩行回遊シミュレーションによる検討 
① パークレット配置の検討 
 歩行回遊シミュレーションにより、三宮中央通りにおけるパークレット設置の効

果を推計し、歩行者交通量が増加することで賑わい創出に寄与することを把握して

いる。また、パークレットは社会実験で実施されており、実験前後の観測値によりシ

ミュレーションによる推計の検証も行っている。 
 

表 パークレット設置前後の歩行者通行量の比較結果 

 パークレット設置前 パークレット設置後 増加率 
観測値 11,265 12,557 +11.5% 
推計値 311 333 +7.1% 

 
② 道路空間再配分の検討 
 鯉川筋、北野坂、フラワーロードの各道路の歩道を拡幅した場合の歩行者通行量を、

歩行回遊シミュレーションより推計し、当該路線における歩行者増加や周辺への地

域への影響を把握し、施策の検討材料としている。 
 

 
図 各道路の歩道拡幅による歩行者通行量の変化 

 
 
  

＜鯉川筋＞ ＜北野坂＞ 

＜フラワーロード＞ 
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(4)  以降の展開 
また、三宮周辺では駅前の三宮クロススクエアの整備を始め、各道路の空間再配分

など多様な施策を行う予定である。その際、整備の優先順位を検討する必要があり、

検討材料として歩行回遊シミュレーションを活用していくことを想定している。 
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6-3  さいたま市における取り組み事例 

 さいたま市では、「大宮駅グランドセントラルステーション化構想」の取り組みを

進めており、その検討においてビッグデータや歩行回遊シミュレーションを活用し

たスマート・プランニングを実践しているため、先進的な実践事例として整理する。 
※2019 年土木計画学秋大会「スマート・プランニングの活用と実践」発表資料より作成  

 
(1)  まちの課題 

大宮は、東北地方や上信越・北陸地方及び北海道を含む東日本と首都圏を結びつけ、

スーパー・メガリージョンを支える対流拠点としての役割が期待されるとともに、多

彩な地域資源や空間の良さを活かしながらこれからの働き方やライフスタイルを先

導するようなまちづくりが求められている。 
そのためには、交通結節機能の強化やビジネス機能の集積を図るだけでなく、東口

と西口、あるいは大宮駅や地域資源等との回遊性をこれまで以上により一層高めて

いくことが課題となっている。 
 

 
図 大宮駅周辺地域の対象範囲 

 

 
図 まちづくりの目標 



56 
 

(2)  まちづくりの取り組み 
大宮駅と地域資源の回遊性の向上や東西の回遊促進にあたって、歩行者ネットワ

ークや東口の駅前空間の再編の取り組みを検討している。 
歩行者ネットワークに関しては、駅東西を結ぶ新たな自由通路の整備を行うとと

もに、重要な地域資源である氷川参道につながる「賑わい交流軸」、「シンボル都市軸」

の形成を行うとしている。また、駅前空間に関しては、東口の交通広場を再編すると

ともに多様な交流を促す交流広場の整備を検討している。 
 

 
図 歩行者ネットワークの取り組みの考え方 
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図 駅前空間の取り組みの考え方 

 
(3)  スマート・プランニングの取り組み 
 前述した歩行者ネットワークや駅前広場整備の取り組みがまちに与える影響の把

握や駅前整備パターン等の検討のため、歩行回遊シミュレーションによる評価・検

討を行っている。 
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1)  データの取得・分析 
 大宮駅周辺における回遊実態の分析、及び歩行回遊シミュレーションの検討のた

め各種ビッグデータや調査データを取得し検討を進めている。例えば、携帯電話基地

局データからは現状の回遊実態の分析を行うとともに、GPS データを取得し歩行回

遊モデルを作成しシミュレーションの実施を行っている。 
 

 
図 多様なデータを用いた検討の流れ 

 

 
 図 ビッグデータを活用した分析例（左：携帯電話基地局、右：GPS） 
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2)  歩行回遊シミュレーションによる検討 
歩行回遊シミュレーションを用いて、各種歩行者ネットワーク整備や駅前広場整

備が与える大宮駅周辺のまち全体に与える影響を分析し、「大宮駅周辺全体で立ち寄

り回数が増加すること」、「新東西通路を中心にまちの北側での歩行回遊が増加する

こと」を把握している。 
また、駅前広場整備のパターンによって、立ち寄り場所の違いや歩行者数の違いに

どのように影響がでるかを分析することで、複数代替案の比較検討の材料としてい

る。 
 

 
図 駅前広場整備パターンによる立ち寄り場所の違い（現況との差分の表示） 

 

 
図 駅前広場整備パターンによる歩行者数の違い（現況との差分の表示） 
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(4)  以降の展開 
さいたま市では、構想をより具体化した「（仮称）GCS プラン」を検討中であり、

歩行回遊シミュレーションを活用したスマート・プランニングの取り組みも踏まえ

ながら、施策検討を行っていく予定である。また、まち全体に与える影響を把握する

ことで市民や関係機関への説明材料としても活用していく予定である。 
 

 
図 大宮駅グランドセントラルステーション化構想の検討の流れ 
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6-4  松山市における取り組み事例 

 松山市では、歩いて暮らせるまちづくりに向けた取り組みを進めてきており、今後

はスマートシティの取り組みの中でスマート・プランニングを実践することにより、

回遊性の高い賑わい空間の形成を進める予定である。そこで、スマートシティとの連

携によるスマート・プランニングの検討事例として整理する。 
※2019 年土木計画学秋大会「スマート・プランニングの活用と実践」発表資料より作成  

 
(1)  まちづくりの取り組み 

高齢化や人口減少の進展、経済の低成長などの問題が深刻化する中で、松山市では

「コンパクトシティプラスネットワーク」をコンセプトに持続可能な都市形態への

転換を目指しており、2019 年 3 月には立地適正化計画を策定したところである。ま

た、歩行者等の遅い交通を重視した「歩いて暮らせるまちづくり」の実現に向けて、

花園町通りや道後温泉駅周辺の空間再編や空間活用を進めてきたところである。 
 

 
図 花園町通りにおける取り組み（左：空間再編、右：空間活用） 

 
(2)  スマートシティの取り組み 

中心市街地における回遊性の高い賑わ

い空間の形成に向けて、都市情報や人々

の交通行動・活動実態に関わるデータ等

の取得、可視化ツールを用いたそれらの

データ活用による住民参加型まちづく

り、「スマート・プランニング」の実践を

柱とした取り組みを今後推進する予定で

ある。 
 

図 対象エリア 
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① プランニングに必要なデータの取得 
地区内の主要３駅（松山市駅、ＪＲ松山駅前、大手町駅）の利用者を対象に、プロ

ーブパーソン調査やセンシング（カメラやレーザーを用いた）調査を実施し、公共交

通の利用者属性、利用目的、乗換状況や乗換間の行動分析を行う。 

 
図 プランニングに必要なデータの取得 

 
② データ管理・活用 

都市に存在する様々なデータを集約する情報基盤（データプラットフォーム）を構

築するとともに、それらを可視化しシミュレーション機能も持をせることで、関係者

の合意形成を支援するツールとして活用する。 

 
図 データの可視化、シミュレーションツールの開発 
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③ スマート・プランニングの実践 
集められたデータを、現在進められている松山市駅周辺や松山駅周辺での事業計

画の検討（プランニング）に応用する。 
 

 
図 想定されるスマート・プランニングの検討対象 
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6-5  流山市における取り組み事例 

流山市では、子育て支援施策に積極的に取り組んでいる。市の先進的な施策の一つ

である送迎保育ステーション事業に着目し、子育て世帯の行動調査を活かした保育

施設（送迎ステーションや保育園など）の配置検討の試みを、スマート・プランニン

グの検討事例として整理する。 
※検討は国土交通省都市局が実施  

 
(1)  まちづくりの取り組み 

保育施設を利用する場合、居住地と施設の距離が離れている、通勤時間と施設の開

所時間の調整が難しいなど、子供の送迎が働

く保護者の負担になる場合がある。 
流山市では、送迎が困難な家庭を対象とし

て、送迎保育ステーションと市内の指定保育

所（園）を安心・安全なバスで結び、登園・

降園することができるシステムを導入して

いる。このサービスにより、通勤や帰宅にお

ける所要時間の短縮が図られ、子供の送迎に

係る負担の軽減が期待できる。 
図 送迎保育の仕組み    

(2)  モデルの検討 
送迎による通勤時間の増加を子育て世帯の負担と捉え、住居と保育施設と駅の配

置から通勤時間を算出するモデルを構築した。モデル構築にあたっては、施設配置に

よる効率的な送迎行動の支援で通勤時間が短縮できることに着目した。 

 
図 見送り行動のパターン 
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1)  使用データ 
流山市の保育園利用者を対象に平成 29 年と平成 30 年に実施したアンケート調査

とプローブパーソン調査をモデル構築のためのデータとして使用した。 

表 調査の概要 

項目 内容 
対象者 流山市の保育園を利用している家庭 
調査日 平成 29 年 11 月 13 日（月）～17 日（金） 

平成 30 年 11 月 13 日（火）～15 日（木） 
調査項目 
 

通勤・帰宅時の以下の行動を調査 
・保育園への見送りの有無 
・交通手段 
・到着時刻、出発時刻 
・個人属性       等 
・GPS データ 

調査結果 回答者数は 48 世帯、84 名 
 
2)  モデルの概要 
モデルは、見送り者選択モデル、行動パターン選択モデル、交通手段選択モデルの

3 つのモデルからなる構造とした。このモデルを用いてシミュレーションすることで、

各個人について、保育施設を経由した居住地から駅までの所要時間が算出できる。 

 
図 モデルの構造 

 
3)  推定結果の活用策 
本モデルは、子育て世帯の通勤時の負担を定量化することで、市全域を対象とした

保育施設の最適な配置の評価に役立つことが想定される。 

見送りしない親

保育園利用世帯（両親）

見送りする親

車⇒徒歩 徒歩・自転車 自動車

一旦帰宅 直接駅へ

①見送り者選択モデル

②パターン選択モデル

③交通手段選択モデル
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6-6  春日部市における取り組み事例 

春日部市では、高齢化に対応した集約型都市構造の実現に向けて、立地適正化計画

を策定し取り組みを進めている。そこで春日部市を対象に、高齢者を対象にした行動

調査を行い、高齢者のためのスマート・プランニングの検討事例として整理する。 
※検討は国土交通省都市局が実施  

 
(1)  まちづくりの取り組み 

春日部市では、今後は人口密度の低下により、日常生活を支える都市機能の維持や、

高齢者の増加に伴い、各施設へのアクセスが困難となることが懸念されている。そこ

で春日部市では立地適正化計画を策定し、一定エリアでの人口密度を維持し、医療・

福祉・商業施設や住居などの計画的な配置、居住の誘導、高齢者をはじめとして、こ

れらの生活利便施設にアクセスできる公共交通の充実など、都市全体の構造を見直

し、持続可能でコンパクトなまちづくりへ転換を図っている。 
 
(2)  モデルの検討 

自宅付近での日常的な活動と自宅から離れた場所での活動との二つがあることか

ら、そのどちらの活動も行いやすいように以下のような施策と指標を評価できるよ

うなモデルを検討した。 
 

 
図 想定される施策と評価指標 

 
  

活動の種類 施策と評価指標の例

自宅付近での頻度の高
い活動

居住地周辺の歩行環境等の
整備，施設立地による活動場所
へのアクセス性改善

・自由活動増加
・歩行距離増加による健康増進

※公共交通へアクセスしやすくなるた
め，離れた場所の自由活動の増加も
効果として想定

自宅から離れた場所で
の頻度の低い活動

都市内における施設配置，公
共交通ネットワークの整備によ
る，居住地から活動場所へのアクセス
性改善

・自由活動増加

・余暇時間増加（移動時間の短縮，
施設集約により一度に複数用事を済
ませられることによる効果）

活動場所周辺の歩行環境等
の整備，施設立地による回遊性
の向上

・自由活動増加

・余暇時間増加（施設間を回遊し
やすくなり，一度に複数用事を済ませ
られることによる効果）

・歩行距離増加による健康増進
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1)  使用データ 
春日部市の高齢者を対象に実施した１週間の行動調査をモデル構築のためのデー

タとして使用した。 

表 調査の概要 

項目 内容 
対象者 ・参加登録時点で 65 歳以上の調査対象地域居住者 

・自力で外出できない方、週 5 日フルタイムで勤務している方は

対象外 
調査方法 ・調査参加者に 1 週間 GPS 機器を携帯してもらい、移動時刻、移

動軌跡等を取得 
・調査参加者に行動を紙の調査票に記録してもらい、行先、移動

目的、移動手段等を取得 
調査日 
 

①豊野地区（11/7～11/13） 
②春日部駅周辺（11/28～12/4） 
③武里駅周辺（12/13～12/19） 
④南桜井駅周辺（1/24～1/30） 
⑤市全域（2/14～2/20） 

調査結果 回答者数は 73 名 

 
2)  モデルの概要 
高齢者に対しては、大きく 3 つの空間範囲での施策評価が考えられる。そのため各

空間範囲に対応した評価方法を整理し、対象となる施策に応じて必要なモデルを構

築するようにフレームを整理した。 
 

 
図 評価手法のフレーム 
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前述のミクロスケールに関しては、他の地域でも適用されているような歩行回遊

モデルを構築することが考えられる。マクロに関しては、高齢者の活動回数等が評価

できるように、最初にアクティビティパターンを選択した上で、各活動先の場所と交

通手段を選択するようなモデルの構造とした。 
 

 

図 マクロモデル（アクティビティモデル）の構造 

 
3)  推定結果の活用策 
本モデルは、自宅周辺の施設数や公共交通によるアクセシビリティが高まること

で、活動回数の変化が表現できており、高齢者の活動を支えるような都市における機

能配置と交通の検討に役立つことが想定される。 
 
 


